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近年、「スポーツビジネス」が注目を浴びている。中

でも、スポーツ選手個人に付加価値をつけてビジネ

スをおこなう、「スポーツマネジメント」が注目を集めて

おり、次々とスポーツマネジメント会社が設立され、広

告代理店や芸能事務所までもがスポーツマネジメン

トの分野に進出し始めている。現在、スポーツマネジ

メント会社と呼ばれる法人は、数十社に上ると言われ

ている。また、スポーツ選手が競技に集中し、競技生

活を充実させるためにも、競技以外での収入を得たり、

引退後のプランを考えたりすることが可能となるマネ

ジメント会社との契約は必要なことだと認識されてい

る。そのため、一定の実力を備えた人気スポーツ選

手は、マネジメント会社と契約することが多くなった。

これは、ＰＲ会社として出発した「サニーサイドアップ」

が、中田英寿のマネジメントを契機に、新しい選手マ

ネジメントビジネスのスタンダードをつくったと評され

るようになったことから端を発したと言っても過言では

ない。 
一方で、スポーツ選手の活躍の構図にも変化が現

れてきている。一昔前までは、スポーツ選手といえば

男性というイメージだったが、昨今、女子スポーツ選

手の活躍が目覚しく、大きな注目を集めている。スポ

ーツ報道だけではなく、一般の報道においても、彼

女達を目にしない日はほとんどない。これは、スポー

ツの世界において活躍する女性が多くなったことに

加え、世間的にも「がんばる女性」を応援する風潮が

大きくなってきていることが理由のひとつとして挙げら

れるであろう。 
このように、「スポーツ選手のマネジメントビジネス」

と「女子スポーツ選手」の関係は、「スポーツビジネ

ス」という産業において今後ますます注目が高まると

予想される。この２つの事象について研究を進めるこ

とにより、学術的にも意義のあるものが得られるので

はないかと考えたことから、本研究では、女子プロス

ポーツ選手のマネジメント手法についての現状を分

析することとした。 

第 1章では、研究目的として、女子プロスポーツ選

手のマネジメント手法及びビジネスモデルの構築化

を挙げ、その意義を見つけるべく、スポーツ選手のマ

ネジメント研究に関する領域の発展へと広げた。 
第２章では、スポーツ選手マネジメントビジネスのス

タンダードを作ったと言われているサニーサイドアッ

プ代表取締役社長、次原悦子が 2007 年に発表した

「スポーツ選手のマネジメントビジネスの変換に関す

る研究―中田英寿のケーススタディ―」（以下、「次原

論文」と表記）を先行研究とし、女子プロスポーツ選

手のマネジメント手法及びビジネスモデルの構築化

を行うために、中田英寿のマネジメントビジネス（以下、

「中田ビジネス」と表記）を再度、構築し直し、さらに、

女子プロスポーツ選手ビジネスと比較することを研究

手法として明記した。 
第 3 章においては、次原論文で述べられた中田ビ

ジネスの構成要素である「肖像権ビジネス」「肖像権

管理ビジネス」「ＣＦ価値変革」「ＰＲシナジー」「自己メ

ディア」「移籍先ビジネス支援」「社会貢献ビジネス」

の７項目を細分化し、再定義を行った。その結果、プ

ロスポーツ選手のマネジメント構成要素を「マネジメン

ト事務所、マネージャー（窓口）を持つ」「競技環境を

整える」「肖像権、著作権ビジネスを受動的に受ける

（取材、企業スポンサー等）」「法務、財務管理（契約

代行）」という４つの項目から構成される「基本型」。

「選手が個人 HP またはブログを持つ」「ファンクラブ

等コミュニティを持ち、ビジネスを行う」「取材を取捨選

択する」「親族をビジネスから切り離す」「ビジネスをお

こなうため、営業担当をマネジメントに置く（肖像、マ

ーチャンダイジングビジネス等）」という５つの項目か

ら構成される「発展型」。そして、「露出コントロールを

行い、露出不足、露出過多を防ぐ」「イメージ戦略、ブ

ランディングを戦略的に行い営業する」「肖像を分割

してビジネスを行う。写真、声、映像を分ける」「写真・

映像を自ら管理する」「広報的危機管理を行う」「企業

とのシナジーを考えたビジネスを行う」「社会貢献活

動を行う」「引退後を見据えた展開を考える」という８

つの項目から構成される「応用型」の以上１７項目に

細分化し、中田ビジネスを再定義した。 
第４章においては、再定義した中田ビジネスを女

子スポーツ選手のマネジメントの構成要素に当ては

め、評価することで女子スポーツ選手のマネジメント

モデルを検証した。研究対象とする女子スポーツ選

手は、１）プロであること、２）話題性が高いこと、の２つ

の基準から、「宮里藍」「横峯さくら」「上田桃子」（ゴル

フ）、「福原愛」（卓球）、「高橋尚子」（マラソン）、「浅

尾美和」（ビーチバレー）の６名とした。検証の結果、6
名すべての選手が「基本型」の項目を満たしているも

のの、１７項目中６以上は実施されていない項目であ

ることが明らかとなった。 

第５章においては、第４章で得た結果を「基本型」

「発展型」「応用型」というそれぞれのテーマによって

検証し、さらに、全体を通した形での考察をおこなっ

た。その結果、女子スポーツ選手にとっても、肖像を

管理、利用してビジネスを行うマネジメント会社と契約

はしているものの、戦略的にビジネスを行っていると



は言えないということがわかった。「基本型」及び「発

展型」の一部である、必要最低限の部分は確立され

ており、ビジネスを拡大していくというベースは出来て

いるだけに、今後ビジネスとしての広がりを期待でき

ると考えられる。 

本研究によって、スポーツマネジメントにおいてス

タンダードとなりつつある、中田英寿のマネジメントビ

ジネスモデルを再定義することで、女子プロスポーツ

選手に関するマネジメントビジネスにもこれが適用可

能だということが検証された。また、スポーツマネジメ

ントビジネスは、まだまだ未発達な部分が多く、新た

なビジネス領域の創造の余地があると検証され、その

モデル形成のプロセスが明らかとなったといえる。 

 
 


